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工
場
で
は
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
で

純
水
化
し
た
イ
オ
ン
交
換
水

を
、
重
油
を
燃
料
に
す
る
ボ
イ

ラ
で
蒸
気
に
し
、
乾
燥
炉
や
薬

液
の
加
熱
な
ど
の
生
産
お
よ
び
恥
毘

空
調
設
備
に
使
用
し
て
い
た
。
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こ
の
工
程
で
イ
オ
ン
交
換
水
の
温
均

加
熱
の
一
部
を
三
菱
重
工
業
の
色
白

ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
式
給
湯
機
「
キ
ゆ
謂

E

ユ
1
ト
ン
」
に
切
り
替
え
た
。
ブ

ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
式
給
湯
機
ヘ
ノ

の
検
討
を
始
め
た
の
は
2
0
0

、，

8
年
の
リ
I
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
＃
れ

直
前
の
原
油
価
格
高
騰
時
。
重

J

ト

油
、
液
化
天
然
ガ
ス
（
L
N
G）、

E
l

電
力
と
比
べ
熱
量
あ
た
り
の
単
－

価
の
安
さ
、
二
酸
化
炭
素
（
C

．J

0
2
）
排
出
量
の
少
な
さ
で
決

L
L

定
し
た
。

機
種
選
び
で
問
題
と
な
っ
た

の
は
冬
季
の
寒
さ
だ
。
冬
場
は

卜
一
円
以
対
日
以

N
E
C
富
山
Z
場

ト
ッ
パ
ン
N
E
Cサ
ー
キ
ッ

ト
ソ
リ
ュ

I
シ
ョ
ン
ズ
富
山
工

場
は
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
基
板
や
高

密
度
多
層
基
板
と
い
っ
た
各
種

プ
リ
ン
ト
基
板
を
生
産
す
る
。
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ボ
イ
ラ
の
負
荷

低
減
に
寄
与
し

た
ヒ
ー
ト
ポ
ン

フ企
：
j

i－
－
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た
中
で
巡
り
合

っ
た
の
が
三
菱

重
工
だ
っ
た
。

当
時
、
三
菱

重
工
は
寒
冷
地

対
応
の
ヒ
I
ト

ポ
ン
プ
式
給
湯

機
を
開
発
中

で
、
外
気
温
が

氷
点
下
お
度
C

で
も

ω度
C
の

省
エ
ネ
性
や
確
実
に
運
用
で
き

る
か
が
確
認
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
日
年
1
月
に
設
置
し
た
。

キ
ュ

1
ト
ン
の
導
入
で
、
循

環
さ
せ
た
却
度
C
の
イ
オ
ン
交

換
水
の
一
部
を
印
度
C
ま
で
加

熱
し
貯
水
槽
に
注
入
す
る
た

め
、
ボ
イ
ラ
で
使
う
重
油
が
減

ら
せ
た
。
さ
ら
に
冬
で
も
運
転

ト
ラ
ブ
ル
は
全
く
な
か
っ
た
。

1
1
6月
の
燃
料
消
費
量
は

重
油
ボ
イ
ラ
単
体
に
よ
る
加
熱

に
比
べ
て
約
問
%
減
、

C
O
2

排
出
量
は
約
飽
%
減
っ
た
と
い

う
。
蒸
気
発
生
ま
で
の
加
熱
で

は
ボ
イ
ラ
の
方
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
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く
、
そ
れ
以
外
の
季
節
で
は
高

効
率
だ
っ
た
。

設
置
に
あ
た
っ
て
は
ヒ
I
ト

ポ
ン
プ
給
湯
機
で
温
め
た
水
を

プ
レ
ー
ト
式
熱
交
換
器
に
送

り
、
そ
こ
で
イ
オ
ン
交
換
水
に

熱
を
伝
え
て
温
め
る
方
式
を
採

用
。
イ
オ
ン
交
換
水
で
ヒ
I
ト

ポ
ン
プ
給
湯
機
内
の
銅
配
管
が

腐
食
す
る
の
を
予
防
し
た
。

冬
場
で
も
加
熱
能
力
を
発
揮

氷
点
下
に
な
る
こ
と
が
珍
し
く

な
い
土
地
柄
で
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
式
給
湯
機
が
う
ま
く
稼
働
し

な
い
懸
念
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
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男
・
建
設
・

給
湯
が
で
き
る
試
作
機
を
製

作
。
完
成
に
向
け
フ
ィ
ー
ル
ド

テ
ス
ト
を
す
る
計
画
が
あ
り
、

ト
ッ
パ
ン
N
E
C
で
は
実
際
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
が
高
い
が
、
常
温
か
ら

ω

度
C
へ
の
加
熱
で
は
優
位
と
い

う
結
果
が
出
た
。
ま
た
冬
場
で

も
加
熱
能
力
が
落
ち
る
こ
と
な

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
高
温
に

な
っ
て
い
る
ボ
イ
ラ
に
い
き
な

り
冷
水
を
入
れ
る
と
液
面
が
激

し
く
波
打
っ
て
ボ
イ
ラ
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
蒸

気
に
水
が
入
っ
て
圧
力
変
動
が

起
き
る
な
ど
不
具
合
が
発
生
す

る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
今
は
ボ
イ

ラ
に
温
水
を
注
入
す
る
た
め
負

担
が
少
な
く
、
内
部
が
さ
び
な

い
よ
う
に
月
額
叩
万
円
ほ
ど
か

か
っ
て
い
た
薬
剤
の
使
用
量
も

減
っ
た
。

今
後
は
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
で
発

生
す
る
冷
風
の
有
効
活
用
を
検

討
す
る
。
ま
た
工
場
内
の
別
フ

ロ
ア
で
も
ボ
イ
ラ
か
ら
切
り
替

え
て
、
蒸
気
配
管
の
放
熱
ロ
ス

を
含
め
た
省
エ
ネ
対
策
を
打
つ

考
え
だ
。
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